
論

文

竹

苞

書

楼

の

板

木

狂
詩
集

・
狂
文
集
を
中
心
に

永*

井

一

彰

1

は
じ
め
に

現
在
も
京
都
寺
町
姉
小
路
上

ル
に
店
を
構
え
る
竹
苞
楼

(現
、
竹
苞
書
楼
)

は
、
代
々
佐
々
木
惣
四
郎

(佐
々
貴

・
驚
鵡

・
娑
々
岐
と
も
、
ま
た
銭
屋
と
も
)

を
名
乗
る
寛
延
四
年
の
創
業
に
な
る
古
書
蜂

で
あ
る
。
同
店
に
保
存
さ
れ
て
い
た

板
木
約
二
千
五
百
枚
を
、
奈
良
大
学

へ
搬
入
し
整
理

・
調
査
を
開
始
し
た
の
は
、

平
成
十
六
年
四
月
の
こ
と
。
七
代
目
御
当
主
佐
々
木
英
雄
氏
と
の
最
初
の
約
束
で

は
、
数
年
か
け
て
整
理
を
し
、
目
録
を
作
成
し
て
板
木
の
デ
ー
タ
を
採

っ
た
あ
と

御
返
し
す
る
予
定
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
同
年
十
二
月
に
氏
か
ら

一
括
譲
渡

の
御
相

談
が
あ
り
、
膨
大
な
量
の
板
木
は
、
十
七
年
六
月
、
奈
良
大
学
の
蔵
に
帰
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
そ
の
板
木
、
大
略
分
類
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
漢
詩
文
集

・
伝

記

・
随
筆

・
和
歌
集

・
雑
俳
書

・
狂
詩
狂
文
集

・
有
職
故
実
書

・
辞
典

・
茶
道

書

・
紀
行
文

・
歌
集
注
釈
書

・
四
書
五
経

・
画
集

・
史
書

・
狂
歌
集

・
滑
稽
本

・

書
道
手
本

・
本
草

・
仏
書

・
印
譜

・
象
刻
書

・
硯
譜
等
々
、
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に

亘
る
。
こ
の
う
ち
、
比
較
的
著
名
な
も
の
を
列
記
し
て
み
る
と
、
『謝
茂
秦
詩
集
』

(龍
草
鷹
選
、
宝
暦
十
二
年
刊
)
、
こ
の
稿
で
取
り
上
げ
る

『太
平
楽
府
』

(畠
中
観
斎
著
、
明
和
六
年
刊
)
以
下

の
狂
詩
集

・
狂
文
集
、
『茶
経
詳

説
』
(大
典
顕
常
著
、
安
永
三
年
刊
)
、
『毛
詩
品
物
図
孜
』

(岡
元
鳳
著
、

天
明
五
年
刊
)
、
『清
風
項
言
』
(上
田
秋
成
著
、
寛
政
六
年
刊
)
、
『山
家
集

抄
』
(釈
固
浄
著
、
寛
政
七
年
刊
)
、
『好
古
小
録
』

(藤
貞
幹
著
、
寛
政
七

年
刊
)
、
『好
古
日
録
』
(藤
貞
幹
著
、
寛
政
九
年
刊
)、
『春
葉
集
』

(上
田

秋
成
版
下
、
荷
田
信
郷
編
、
寛
政
十
年
刊
)
、
『閑
田
文
草
』
(伴
蕎
瞑
著
、

享
和
三
年
刊
)
、
『花
競
二
巻
噺
』
(浪
花

一
九
著
、
文
化
十

一
年
刊
)
、
『百

首
異
見
』

(香
川
景
樹
著
、
文
政
六
年
刊
)
、
『古
今
和
歌
集
正
義
』

(香
川

景
樹
著
、
天
保
六
年
刊
)、
『名
家
略
伝
』
(山
崎
美
成
著
、
天
保
十
二
年

刊
)
、
『百
家
埼
行
伝
』
(八
島
五
岳
著
、
弘
化
三
年
刊
)
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
以
外
に
も
、
竹
苞
楼
創
業
以
前
に
彫
ら
れ
た
こ
と
が
明
白
な

『公
事
言

葉
考
』
(延
宝
九
年
刊
)
、
『懐
風
藻
』
(天
和
四
年
刊
)
、
『東
見
記
』
(貞
享

三
年
刊
)
、
『十
八
羅
漢
図
譜
』

(貞
享
四
年
刊
)
、
『菅
家
文
集
』

(元
禄
十

三
年
刊
)
に
混
じ

っ
て
、
年
代
は
今

の
と
こ
ろ
確
定
で
き
な
い
も

の
の

平成18年8月31日 受理*文 学部 国文学科教授
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『倭
名
類
聚
抄
』

(二
種
類
あ
り
)
、
『続
日
本
後
紀
』
な
ど
元
禄
以
前
と
目
さ
れ
る

古

い
板
木
も
、
か
な
り
の
枚
数
が
残

っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
創
業
以
前
の
古

い
板
木

は
、
京
都
の
本
屋
と
し
て
は
後
発
に
属
す
る
竹
苞
書
楼
が
、
生
き
残
り

の
た
め
に

売
れ
筋
の
古
い
板
木
を
他
の
店
か
ら
積
極
的
に
買
い
入
れ
て
営
業
活
動
を
行
な

っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た

「ま
と
も
な
」
板
木

の
他
に
、
未
刻
の
板
木
や
彫
り
さ
し
の
板
木
、
再
利
用
す
る
た
め
に
刻
面
を
削

っ

て
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
板
木
、
新
規
商
品
売
り
出
し
の
際
に
店
頭
に
貼
り
出

す

「摺
看
板
」
印
刷
用
の
板
木
、
そ
れ
に
板
木
反
り
止
め
の
た
め
に
両
端
に
は
め

は

込
む
枠

(所
謂

「食
み
」
)
な
ど
、
近
世
出
版
工
房
の
実
態
を
如
実
に
伝
え
る
史
料

も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
さ
な
が
ら
近
世
の
本
屋
が

一
軒
丸
ご
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
来
た
か
の
如
き
観
が
あ
る
。
近
世
の
出
版
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
出
版
物
を

ベ
ー
ス
に
し
た
そ
れ
か
ら
、
板
木
を
も
視
野
に
入
れ
た
研
究

へ
と
動

い
て
行
く
べ

き
と
筆
者
は
思
量
す
る
が
、
そ
の
意
味
で
竹
苞
楼
旧
蔵
の
板
木

の
調
査

・
研
究
が

今
後
の
近
世
出
版
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
な

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
板
木
は
全
揃

い
の
も

の

・
不
揃
い
の
も

の
様
々
で
、
今
後
版
本
と
照
合
し
、
近

世
出
版
現
場
の
多
様
な
情
報
を
収
集
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
何
分
に
も

膨
大
な
量
で
、
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
そ
こ
で
こ
の
稿
で
は
、
後
発
書
騨
竹
苞

楼
が
商
売
の

一
つ
の
柱
と
し
た
狂
詩
集

・
狂
文
集
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
取
り
敢
え

ず
調
査
の
結
果
を
報
告
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

竹
苞
楼
が
出
版

・
再
版
に
関
わ

っ
た
狂
詩
集

・
狂
文
集
は
次

の
十
五
点

で
あ

る
。
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
三
点
は
狂
文
集
、
他
は
狂
詩
集
で
、
相
合
版
の
場
合
は

*
に
相
版
元
を
記
し
た
。
な
お
、
『精
物
楽
府
』
『狂
詩
馬
鹿
集
』
は
所
謂

「求
板
」

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。

太
平
楽
府

畠
中
観
斎
著

明
和
六
年
八
月
序

・
賊

*
京
都
丸
屋
善
六

前
戯
録

河
村
先
生
著

明
和
七
年
三
月
刊

茄
子
腐
藁

可
々
子
著

明
和
七
年
八
月
刊

*
大
坂
藤
屋
弥
兵
衛

勢
多
唐
巴
詩

毛
護
夢
先
生
紀
行

颯
題
三
味

吹
寄
蒙
求

銅
脈
先
生
太
平
遺
響

忠
臣
蔵
人
物
評
論

銅
脈
先
生
狂
詩
画
譜

二
大
家
風
雅

太
平
遺
響
二
編

精
物
楽
府

【求
板
】

続
太
平
楽
府

畠
中
観
斎
著

海
道
雲
飛
助
著

鏡
間
私
牽
幕
著

畠
中
観
斎
著

畠
中
観
斎
著

畠
中
観
斎
著

畠
中
観
斎
著

観
斎

・
南
畝
著

畠
中
観
斎
著

悟
了
軒
泥
坊
著

愚
仏
著

狂
詩
馬
鹿
集

【求
板
】

兆
載
坊
著

次
頁

の
別
表
に
示
し
た
も
の
が
右
の
狂
詩
集

・
狂
文
集
の
残
存
板
木

の

一
覧
で

あ
る
。
こ
の
狂
詩
集

・
狂
文
集
の
板
木
に
限
ら
な
い
が
、
保
存
処
理
が
施
さ
れ
な

明
和
八
年
八
月
刊

明
和
八
年
八
月
刊

明
和
八
年
八
月
刊

安
永
二
年
四
月
刊

安
永
七
年
秋
刊

天
明
元
年
六
月
刊

天
明
六
年
春
刊

寛
政
二
年
七
月
刊

寛
政
十

一
年
序

寛
政
十
三
年
序

文
政
三
年
序

*
京
都
堺
屋
伊
兵
衛

文
政
十
年
夏
刊
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3 永井 竹苞書楼の板木 一狂詩集 ・狂文集 を中心 に 一

狂詩集 ・狂文集 残存板木一覧

*4桁 の数字 は板木の整理番号。その右 に示 したのが、 その板 に収め られている丁で、右端が板木の寸法(丈 ×幅

×厚み、単位粍)で あ る。失 われ て残 らない板木 につ いては、残存板 木か ら収録の丁 を推測 して 「欠」 として示

した。『茄子腐藁』 『勢多唐 巴詩』 『二大家風雅 』には、 もともと板木 に紐で結び付 け られていた 「木札(印 刻、朱

挿 し)」 が残 ってお り、それぞれ表裏の内容を注記 した。 なお、「紐 穴」 としたのは、その板に木札 を結びつ ける

ための穴があけてあ ることを示す。

知

7

5

の

枚

曙

.

q

1

6

10

任

讐
蕪

　栓
筑
%

港
港
膣

A
題
当

ヨ

誹

袋

序

巻

巻

巻

巻

巻

府楽

98

46

01

23

56

63

平

欠

18

18

11

11

11

10

太

っ

罐

細

　

二

三

2

ー

序

4

巻

巻

16

・

い

、雛

謡
欝
脚

フ
ロ

ヘ

ー

簸

2

・

・

…

題

・

1

5

9

13

17

B

・

1

一

一

二

三

三

袋

序

巻

巻

巻

巻

巻

府楽

58

46

55

57

50

16

56

平

10

10

10

10

10

19

10

太

前戯 録(全7枚 の うち、1枚 欠)

欠 題簸 ・袋 ・刊 記

1078践1・ 序2、 序3・ 践3

108214,23

107956,78

10709・10,11・12

106413・14,15・16

1065序 乙 ・践2、17・18

527×140×20

531×138×18

530×146×18

532×143×16

532×137×18

530×140×20

454×150×18

456×150×20

456×150×20

455×151×18

460×151×18

455×150×19

460×149×19

550×154×20

550×154×19

548×156×19

550x153×20

552×155×20

550×153×19

茄子腐藁(5枚 全揃い)
ママ

*木 札 表 に 「茄 子腐 藁」、裏 に 「五牧 袋外」。

1083袋 ・題籏 ・賊3(刊 記)、 践1・2

532×153×19

1051序1・2、 序3・13532×154×19

108412,34534×154×18

108056,78528×154×17

10529・12、10・11*紐 穴535×155×18

勢多唐巴詩(6枚 全揃い)
ママ

*木 札 表 に 「勢 多唐 巴詩 」、 裏 に 「六 牧扉 袋外 」。

1500口 絵 ・袋 ・刊 記、 題籏(2枚)・ 序5

548×144×17

1060序1・ 序2、 序3・ 序4550×148×19

1075序 首 ・序 尾、 践(2丁)*紐 穴547×144×18

1097巻 一1・ 巻一3、 巻二7・ 巻三12548×144×19

1059巻 一2・4、 巻一5・ 巻二6546×147×18

1045巻 二8・ 巻三9、 巻三10・11548×147×19

毛護夢先生紀行(全5枚 のうち、2.5枚欠)

*元 は4丁 張 りか。③④で1枚 、⑤⑥で1枚 、⑦⑧で1

枚、①⑨で1枚 、②⑪で1枚 、合計5枚 あったか。半

分の2.5枚欠。

① 欠 題簸 ・袋

② 欠 序首 ・序 尾

③ 欠1・2

●219734

0219956

⑥ 欠7・8

022079・10

●220311・12

0220413・14

⑩ 欠15

⑪ 欠 践1・ 賊2

204×153×18

203×140×19

206×148×17

205×150×16

206×140×19

訊題三味(全5枚 のうち、1枚 欠)

*元 は4丁 張 りか。①②で1枚 、③④で1枚 、⑤⑥で1

枚、⑦⑧で1枚 、⑨ は 「広安禮節」 と組み合わせて1

枚。合計5枚 あったか。うち、4枚 残存。

4

0δ

5

06

ρ0

1

7
8

　

　

　

　

　

　

ユ

21

21

欠

21

21

21

21

欠

23

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

題籏 ・刊 記、 践

叙1、 叙2

(巻 上1、2)

巻上3、4

巻 中5、6

巻 中7、8

巻下9、10

(巻 下11、12)

206x149×15

207×146×18

207×146×17

205x147×17

207×144×15

204×152×18

袋 ・「広安 禮節 」題 簸 、罫 紙200×144×18

吹寄蒙 求(6枚 全 揃 い)

1845袋 ・題籏(2枚)・ 序3、 序1・ 序2

545×150×20

1850

1175

1849

1843

..

序1・2、 序3・ 標 題 上

巻 上1・2、3・4

巻 上5・7、6・8

巻 上9・ll、12・15

巻 上13・14、10・16(刊 記)

枚

穴

4

紐
、

*

ち

4

袋

う

二

2

・

の

4

8

5

巻

・

簸

枚

4

・

…

1

題

7

・

3

7

3

3

序

・

全

3

、

・

・

、

・

3

　

に
り

リ
ム

リ
る

ら

ロ

響

2

・

・

…

2

遺

・

乙

5

1

1

4

・

平

1

一

一

二

三

三

1

太

序

巻

巻

巻

巻

巻

賊

生先

80

02

19

脈

11

19

欠

欠

11

欠

欠

銅

545×142×20

549×138×20

550×144×21

550×142×21

548×139×19

550×146×19

547x148x19

←推 測

←推 測

550×148×20

←推 測

←推 測
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忠臣蔵人物評論(全6枚 のうち、2枚 欠)

欠 題簸 ・袋

1172序1・ 序2、3・4

欠5.6、7.8

11739・10,11.12

117013.14,15.16

117117・18、19・20糸 冬(干U言 己)

572×163×17

575×161×18

574×158×20

*2318とll41の 切 り口、 合致 。 も と6丁 張 り1枚 。

2318題 簸(2枚)・ 広告(刊 記)、23260×150×19

1141袋 ・見返 し、24・18471×149×19

10741・2・3(目 録)、 序1・ 序2・3

732×150×18

107369.21,758

107210.11.12,13.14.15

107616.4.22,19.17.20

735×148×18

730×150×19

736×149×18

二大家風雅(全6枚 のうち、1枚 欠)

*木 札表に 「二大風雅」、裏に 「六牧袋外」。

1124序1・ 発 端1、 序2・ 発 端2

18471・2、3・4*紐 穴

189656,78

11769・10.11.12

184414・15,13・16

欠17・18、 題 籏(2枚 か)・ 袋

515×142×20

520×144×20

520×142×20

520×144×18

522×142×19

太平 遺響 二編(全7枚 の う ち、1枚 欠)

欠 題簸 ・袋

0000序1・ 序2、 巻三14・15← この板 、汚損

531×142×19

1049巻 …1・2、3・4534×144×20

1121巻 …5・ 巻二2、 巻二1・ 巻三1*紐 穴

と
こ
ろ
で
、
狂
詩
集
の
書
誌
学
的
研
究
で
遥
か
な
高
み
を
示
し
て

お
ら
れ
る
の
は
前
述
の
浅
川
氏
著

『狂
詩
書
目
』
で
あ
る
。
今
回
の

板
木
に
よ
り
判
明
す
る
事
実

1162巻 三3・4、2・5

1897巻 三6・7、8・9

1110巻 三11・12、10・13

527x142×20

532×143×18

532×145×19

533×145×19

精 物楽 府 〈青物 詩選 〉(7枚 全揃 い)

185514(】 祓1)・ 袋(栄 耀寝 言)・ 題 籏削 除痕 、

15(践2)・ 題 簸(栄 耀 寝言 上 ・下)・ 刊 記

636×167×19

1091序1・ 下13、 序2・ 上3

1054上15・5、4・6の10

1092上11・13、12・14

1043下1・4、2・3*紐 穴

1093下5・8、6・7

1856下9・10、11・12

続太平楽府(全8枚 の うち、5枚 欠か)

*板 木の両端、裁断。

1914序1・ 序4、 序2・ 序3

欠 序5・1、2・3

欠4・5、6・7

19278.11,9.10

欠12・13、14・15

190316・19,17・18

欠20・21、22・ 袋 ・題 簸

欠 序1・ 序2、 践1・ 賊2

643×165×17

638×161×20

639×164×18

630×162×18

637×170×17

636×164×19

435×140×18

←推 測

←推 測

429×140×18

←推 測

429×140×20

←推 測

←推 測

狂 詩馬 鹿集(3枚 全揃 い。 但 し、 うち2枚 虫 損。)

*袋 板 、 もと もと無 し?

ll63題 簸 ・刊記 ・蹟 、11・12548×150×18

00A序1・ 序2・1、2・3・4656+α ×145×17

00B567,89.10652+aX147×20

い
ま
ま
百
年
以
上

の
長
期
に
亘

っ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
汚

損

・
虫
損

の
目
立
つ
も
の
が
多
く
、
板
木

の
状
態
は
全
体
的
に
芳
し

く
な

い
。
極
端
な
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
『太
平
遺
響
二
編
』
0
0
0

0
番
な
ど
は
触
る
と
崩
壊
す
る
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
、
『毛
護
夢
先

生
紀
行
』
2
1
9
9
番
収
録
の
五
丁
の
刻
面
は
白
蟻
に
よ

っ
て
食
み

尽
く
さ
れ
て
、
数
文
字
し
か
残
ら
な

い
。
が
、
中
に
は

『勢
多
唐
巴

詩
』
の
よ
う
に
汚
損

・
虫
損
も
殆
ど
な
く
、
板
木
が
揃

っ
て
残

っ
た

幸
運
な
例
も
あ
る
。
竹
苞
楼
が
出
版

・
再
版
に
関
わ

っ
た
狂
詩
集

・

狂
文
集
は
、
『太
平
楽
府
』
B
も
含
め
る
と
、
合
計
十
六
点
。
手
許
に

収
集
し
た
該
書
版
本
及
び
浅
川
征

一
郎
氏
著

『狂
詩
書
目
』
(平
成
十

一
年
、
青
裳
堂
刊
)
の
解
題
と
照
合
し
て
み
る
と
、
う
ち
、
板
木
が

全
揃
い
で
残

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
七
点
、

一
枚
だ
け
が
失

わ
れ
た
も
の
五
点
。
全
体
で
見
る
と
、
こ
の
十
六
点
の
狂
詩
集

・
狂

文
集
の
印
刷
に
必
要
で
あ

っ
た
板
木
は
合
計
98
枚
で
、
残
存
板
木
が

79
.
5
枚
、
残
存
率
約

81
%
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
仮
に
痛
み
が
激

し
く
て
も
、
版
本
と
の
照
合
に
よ
り
板
木
元
姿
の
推
察
は
可
能
で
、

こ
れ
だ
け
の
板
木
を
救
え
た
こ
と
を
、
先
ず
は
慶
び
と
し
た
い
。
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5

板
木
調
査
を
機
に
、
筆
者
も
狂
詩
集

・
狂
文
集
の
版
本
を
鋭
意
収
集
し
、
国
文
学

研
究
資
料
館
か
ら
複
写
等
も
取
り
寄
せ
、
ま
た
平
成
十
七
年
五
月
に
奈
良
大
学

へ

寄
贈
さ
れ
た
故
宮
田
正
信
博
士
旧
蔵
書

の
中
に
七
十
点
近

い
狂
詩
集

・
狂
文
集
が

含
ま
れ
て
い
た

(以
下
論
中
で
宮
田
本
と
言
う
)
こ
と
も
あ

っ
て
、
か
な
り
の
数

に
当
た

っ
た

つ
も
り
で
あ
る
が
、
書
誌
的
事
項
に
関
し
て
は
浅
川
氏

の
著
書
に
付

け
加
え
る
よ
う
な
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
が
、
板
木
が
出
て
来
た
こ
と
に
よ
り
、
版

本
か
ら
は
判
ら
な
か

っ
た
こ
と
も
少
し
見
え

て
来
た
の
で
、
先
ず
は
そ
の
幾

つ
か

に

つ
い
て
簡
単
に
報
告
す
る
。
な
お
、
図
版
は
論
文
巻
末
に

一
括
し
て
掲
載
す

る
。

1

題
籏
の
こ
と

竹
苞
楼
旧
蔵
の
狂
詩

・
狂
文
集

の
板
木

に
は
、
題
籏
が
二
枚
並
べ
て
彫

っ
て
あ

る
も
の
が
散
見
す
る
。
『太
平
楽
府
』
B

・
『勢
多
唐
巴
詩
』

(図
-
下
段
参
照
)
・

『吹
寄
蒙
求
』
・
『銅
脈
先
生
狂
詩
画
譜
』
(
図
皿
参
照
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
売
れ
行

き
が
見
込
め
る
と
本
屋
が
判
断
し
た
書
物

の
場
合
、
摺
り
手
間
を
少
し
で
も
省
く

た
め
に
複
数
枚
の
題
籏
を
並
べ
て
彫

っ
て
お
く
例
が
け

っ
こ
う
あ
る
こ
と
は
、
か

つ
て
拙
稿

「
『お
く
の
ほ
そ
道
』
蛤
本

の
謎
」
(奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
9
号
)

で
も
図
版
を
添
え
て
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
私
を
含
め
出
版
研
究
に
携
わ
る
者

は
、
版
本
の
書
誌
調
査
を
行
う
折
に

「題
簸
が
少
し
違
う
か
ら
同
じ
時
に
摺
ら
れ

た
の
で
は
な
い
」
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
板
木
を
見
て
い
る
と
、
題

簸
に
小
異
あ
る
を
以

っ
て
別
時
印
刷
と
す

る
従
来
の
書
誌
学
的
常
識
は
通
用
し
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
『勢
多

唐
巴
詩
』
を
例
に
と

っ
て
確
認
を
し
て

お
け
ば
、
家
蔵
本
①

・
②

・
浄
照
坊
本

・
大
喜
多
勘
学
本

・
『未
翻
刻
狂
詩
十

一

種
』
底
本
は
図
版
の
二
枚
並
び
の
左

の
方
で
、
抱
谷
文
庫
本

・
上
田
市
立
図
書
館

花
月
文
庫
本

(以
下
、
花
月
本
と
略
称
)
・
宮
田
本
①

・
②
は
右

の
方

で
摺
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
題
簸

の
板
木
は
残
念
な
が
ら
失
わ
れ
て
い
る
が
、
諸
版

本
を
調
べ
て
み
る
と
、
小
異
の
題
簸
が
二
種
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

『二
大
家

風
雅
』
『銅
脈
先
生
太
平
遺
響
』
『忠
臣
蔵
人
物
評
論
』
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
三

点
も
、
板
木
に
は
題
籏
が
二
枚
用
意
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
間
違

い
な
か
ろ
う
。

『茄
子
腐
藁
』
(図
V
参
照
)
『颯
題
三
啄
』
は
題
籏
の
板
木
が
残
り
、
題
籏
は

一
種

一
枚
の
み
で
、
管
見
の
版
本
は
全
て
こ
れ
に

一
致
し
て
い
る
。
『前
戯
録
』
『毛
護

夢
先
生
紀
行
』
『太
平
遺
響
二
編
』
は
題
簸
の
板
木
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の

版
本
の
題
籏
、
全
て

一
種
同
板
で
あ
る
。

2

袋

・
見
返
し

近
世
の
出
版
物
は
、
袋
入
り
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
の

袋
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
板
木
に
も
用
意
さ
れ
て
い
て
、
近
世
の
本
屋
は
袋
が
彫

ふ
く
ろ
い
た

り
付
け
て
あ
る
板
の
こ
と
を

「袋
板
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
袋
が
見
返

し
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
袋
と
見
返
し

の
両
方
を
板
木
に
彫
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
袋
と
見
返
し
の
問
題
は
、
従
来
の

出
版
研
究
で
も
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
面
も
あ
る
の
で
、
そ

の
あ
た
り
の
事
情
を
こ
の

一
連

の
板
木
で
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

『茄
子
腐
藁
』
の
板
木
は
五
枚
全
揃

い
で
、
前
掲

一
覧
表
の
解
説
で
触
れ
た
よ

う
に
、
も
と
も
と
板
木
に
紐
で
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
木
札

(陰
刻
、
朱
挿
し
)

マ
マ

が
残

っ
て
お
り
、
札

の
表
に
は
書
名
が
、
裏
に
は

「五
牧
袋
外
」
と
入
れ
て
あ

る
。
言
う
と
こ
ろ
は

「袋
板
他
も
含
め
て
板
木
は
全
部
で
五
枚
あ
る
」
の
意
味
。
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従

っ
て
、
図
V
に
示
し
た
1
0
8
3
番

の
板
木
に
題
籏
な
ど
と
並
べ
て
彫

っ
て
あ

る
の
は
、
間
違
い
な
く
袋
な
の
で
あ
る
。
版
本
を
調
べ
て
み
る
と
、
宮
田
本

・
抱

谷
文
庫
本
に
は
袋
も
見
返
し
の
印
刷
も
無

い
が
、
浅
川
氏
編

『未
翻
刻
狂
詩
九

種
』

の
底
本
に
、
こ
の
板
木
で
印
刷
し
た
見
返
し
が
あ
る
。
こ
れ
は
袋
を
見
返
し

に
転
用
し
た
ケ
ー
ス
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
袋
中
央
部
の

「茄
子
腐
藁
」

の
部
分
が
入
木
で
あ
る
こ
と
も
板
木
か
ら
判
明
す
る
。

『課
題
三
啄
』
は
、
元
は
四
丁
張
の
板
木

で
あ

っ
た
も
の
が
二
丁
張
に
裁
断
さ

れ
て
残

っ
て
い
る
。
元
姿
で
言
え
ば
、
四
丁
張
五
枚
の
う
ち
四
枚
が
残
存
し
、
そ

の
う
ち
に
袋
板

(2
3
1
7
番
)
も
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『狂
詩
書
目
』
紹

介
本
に
袋
が
あ
り
、
も
と
も
と
袋
の
つ
も

り
で
板
木
を
仕
立
て
た
こ
と
は
明
白
。

な
お
、
宮
田
本
、
袋

・
見
返
し
無
し
。

マ
マ

『二
大
家
風
雅
』
に
も
木
札
が
残

っ
て
お
り
、
裏
に

「六
牧
袋
外
」
と
あ
る
。
残

存
板
木
は
五
枚
で
、
「
17

・
18
丁

・
題
籏

(2
枚
か
)
・
袋
」
が
収
め
て
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
袋
板
が
失
わ
れ
て
い
る
。
版
本

を
調
べ
て
み
る
と
、
花
月
本
に
竹
苞
楼

の
朱
印
を
捺
し
た
袋
が
残
る
。
大
喜
多
勘

学
本
に
も
同
板
の
見
返
し
が
あ
り
、
魁

星
印
及
び
竹
苞
楼
の
朱
印
を
捺
す
。
『狂
詩
書
目
』
口
絵
底
本
に
も
同
板
の
見
返
し

が
あ
る
。
家
蔵
本

・
宮
田
本

・
奈
良
大
学
蔵
本
に
は
、
袋

・
見
返
し
と
も
無

い
。

袋
板
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
断
定
は
悌
ら
れ
る
も
の
の
、
『茄
子
腐
藁
』
の
例
に
照

ら
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
、
元
は
袋
と
し
て
仕
立
て
た
も
の
を
見
返
し
に
転
用
し
た

例
と
見
て
よ
い
。

『吹
寄
蒙
求
』
に
は
木
札
が
残
ら
な

い
。
が
、
諸
版
本
と
対
校
す
る
に
、
残
存

板
木
六
枚
で
全
部
揃

っ
て
い
る
と
断
定
し

て
間
違

い
な

い
。
1
8
4
5
番

が
袋

板
。
家
蔵
本

・
蓬
左
文
庫
本

・
大
喜
多
勘
学
本

・
宮
田
本
、

い
ず
れ
も
袋

・
見
返

し
と
も
無
し
。
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書

『狂
詩
狂
文
集
』
収
録
底
本
に
、
こ
の
板

木
で
摺

っ
た
見
返
し
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
袋
の
転
用
。

袋
板
の
残
ら
な

い
も
の
に
つ
い
て
触
れ
て
お
け
ば
、
『忠
臣
蔵
人
物
評
論
』
は
花

月
本
に
、
『太
平
遺
響
二
編
』
は
奈
良
大
学
蔵
本
に
そ
れ
ぞ
れ
袋
が
残
り
、
『前
戯

録
』

『毛
護
夢
先
生
紀
行
』
『銅
脈
先
生
太
平
遺
響
』
『続
太
平
楽
府
』
に
つ
い
て

は
袋
の
存
在
は
確
認
出
来
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
見
返
し
を
持

つ
版
本
が
確
認
で
き

る
。次

に
、
袋
と
見
返
し
の
両
方
が
用
意
さ
れ
て
い
る
例
を
見
て
お
く
。マ

マ

『勢
多
唐
巴
詩
』
は
、
板
木
六
枚
全
揃
い
。
木
札
も
残
り
、
裏
に

「
六
牧
扉
袋
外
」

と
あ
る
。
袋
と
蕪
村
画
の
扉
絵
、
そ
れ
に
刊
記

・
題
籏

(2
枚
)
・
序
五
丁
を
収

め
る
該
当

の
板
木

(1
5
0
0
番
)
が
、
図
1
に
示
し
た
そ
れ
。
上
段
左
が
扉

絵
、
中
央
が
袋
で
あ
る
。
『狂
詩
書
目
』
該
書
解
説
に
魁
星
印
絡
み
で
袋
の
こ
と
に

触
れ
る
が
、
未
見
と
す
る
。
家
蔵
本
①

・
②

・
浄
照
坊
本

・
抱
谷
文
庫
本

・
花
月

本

・
大
喜
多
勘
学
本

・
宮
田
本
①

・
宮
田
本
②

・
『未
翻
刻
狂
詩
十

一
種
』

の
底

本
、
何
れ
も
袋
無
し
。
今
回
の
板
木
出
現
で
、
袋
の
様
子
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に

な

っ
た
。
蕪
村
の
扉
絵
を
添
え
る
の
は
、
浄
照
坊
本

・
抱
谷
文
庫
本

・
花
月
本

・

大
喜
多
勘
学
本

・
宮
田
本
①

・
『未
翻
刻
狂
詩
十

一
種
』

の
底
本
。
管
見

の
範
囲

内
で
は
、
袋
を
見
返
し
に
転
用
し
た
本
は
見
当
た
ら
な
い
。
狂
詩
集
と
し
て
は
特

殊
な
扉
絵
が
あ

っ
た
た
め
、
袋
が
見
返
し
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。

『銅
脈
先
生
狂
詩
画
譜
』
も
、
板
木
六
枚
全
揃

い
。
図
皿
の
1
1
4
1
番

の
板
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木
に
並
べ
て
彫

っ
て
あ
る
右
側
が
袋
、
左

が
見
返
し
と
思
わ
れ
る
。
『狂
詩
書
目
』

紹
介
本
の
う
ち
、
早
印
本
に
は
袋
を
見
返
し
に
、
『未
翻
刻
狂
詩
十

一
種
』
底
本

の

後
印
本

(序
文
末
の
印
二
種
差
し
替
え

・
本
文
ル
ビ
十
四
余
箇
所
補
刻
)
に
は
見

返
し
用
の
そ
れ
を
見
返
し
に
貼
る
。
大
喜
多
勘
学
本

・
花
月
本

・
宮
田
本
に
は
、

袋

・
見
返
し
と
も
無
し
。
奈
良
大
学
蔵
本

は
、
袋
は
無
く
、
見
返
し
用
の
見
返
し

あ
り
。

以
上
二
点
、
袋
を
添
え
見
返
し
の
あ
る
本
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
板
木
に

よ
り
完
備
し
た
姿
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

3

版
元

・
元
書
名

板
木
が
出
て
来
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
不
明
で
あ

っ
た
も
と
の
版
元

・
も
と

の
書
名
が
判
明
す
る
例
が
二
つ
あ
る
。

『狂
詩
馬
鹿
集
』
は
、
四
丁
張

一
枚
と
六
丁
張
二
枚

の
板
木
計
三
枚
が
揃

い
で

残
存
し
、
か
な
り
虫
損
は
あ
る
も
の
の
、
版
本
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
板
木
の

元
姿
推
察
が
可
能
で
あ
る
。
奈
良
大
学
蔵
本
に
よ
っ
て
、
版
本

の
書
誌
を
記
す
。

藍
色
表
紙
、
中
本

一
冊
。
左
肩
に
双
辺
白
地
元
題
籏

「狂
//
詩

馬
鹿
集

全
」。

全
十

五
丁
。
序
文

二
丁

(丁
付
、
版
芯

「序

一
、
序

二
」
)
・
本
文
十
二
丁

(丁
付
、

一
～
十

二
)
・
蹟
文

一
丁

(丁
付

な
し
)
。
刊
記
な
し
。
た
だ
し
、
後
表

紙
見
返
し
隅
に

「竹
苞
楼
/
製
本
記
」

の
朱
印
。
『狂
詩
書
目
』
紹
介
本
も
、
右

に
同
じ
。
該
書
に
つ
き

『狂
詩
書
目
』
解
説
で
は
、
版
本
に
刊
記
が
な
い
た
め
、

「丁
亥
立
春
」

の

一
詩
あ
る
を
以

っ
て
文
政
十
年
刊
と
し
、
「京
都
板
で
あ
ろ
う
。

良
本
未
見
、
初
印
は
竹
苞
楼
で
は
あ
る
ま

い
。」
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ

の
通
り
で
あ

っ
た
。
図
V
の
板
木

1
1
6
3
番
に
、
題
簸
と
並
ん
で

「文
政
十
年

亥
初
夏
発
免
/
書
蜂

醒
井
五
条
下
ル
ニ
丁
目
丁
子
屋
庄
兵
衛
」
と
刊
記
が
彫
ら

れ
て
い
て
、
も
と
も
と
丁
子
屋
で
仕
立
て
ら
れ
た
板
木
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
な
お
、
板
木
の

「文
政
十
年
」

の

「十
」
の
部
分
、
拓
本
の
図
版
で
は
分
か

り
に
く

い
が
、
入
木
で
あ
る
。
板
木
の
こ
の
刊
記
部
分
に
虫
損
が
無
か

っ
た
の

は
、
幸
運
の

一
語
に
尽
き
る
。
な
お
、
該
書
、
袋
の
有
無
不
明
。

『精
物
楽
府
』

(『青
物
詩
選
』
改
題
本
)
は
板
木
七
枚
が
残
存
す
る
。
『狂
詩
書

目
』
紹
介

の

『青
物
詩
選
』
の
書
誌
を
記
す
。
薄
青
表
紙
、
中
本
、
上
下
二
巻

一

冊
。
序
文
二
丁
、
丁
付
版
芯

コ

」
コ

」
。
本
文
二
十
八
丁
、
丁
付
版
芯

「寝
言

上

三
～
十
五
」
「寝
言
下

一
～
十
五
丁
」
。
刊
記

「享
和
三
年
歳
在
癸
亥
冬

書
林

京
都
御
幸
町
御
池
上
菱
屋
孫
兵
衛
/
江
戸
通
石
町
十
軒
店
西
村
宗
七
/
大
坂
心

斎
橋
傳

(博
)
労
町
柏
原
屋
庄
兵
衛
/
紀
州
若
山
新
通
三
丁
目
紹
田
屋
平
右
衛
門
」。

管
見
に
拠
れ
ば
、
表
紙
の
色
は
不
明
な
が
ら
、
石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
本

(以
下
、
李
花
亭
本
と
略
す
)
が
こ
れ
と
同
じ
体
裁
。
た
だ
し
、
元
題
籏

・
刊
記

欠
。
『狂
詩
書
目
』
該
書
解
説
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「序

・
巻
頭

・
賊
の

『青
物

詩
選
』
と
い
う
書
名
に
は

い
ず
れ
も
埋
木
に
よ
る
改
刻

の
形
跡
が
あ
り
、
ま
た
柱

記
題
は

「寝
言
」
と
あ
る
か
ら
、
元
は
別
の
書
名
で
あ

っ
た
か
」
。
こ
れ
も
、
浅
川

氏

の
御
指
摘
通
り
で
、
板
木
の
序

・
巻
頭

・
践
の

「青
物
詩
選
」
と

い
う
書
名
部

分
は
全
て
入
木
で
あ
る
。
ま
た
、
元
の
書
名
が
板
木
に
よ
り
判
明
す
る
。
図
W
の

板
木
1
8
5
5
番

の
表
面
に
、
袋
が

「泥
坊
上
人
著
/
栄
耀
寝
言
/
青
黎
堂
」

と
、
そ
の
裏
面

(図
W
)
に
は
題
籏
が

「栄
耀
寝
言
上

(下
)
」
と
彫
ら
れ
て
い
て
、

元
書
名
が

『栄
耀
寝
言
』
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、
図
W
に
題
籏
と

並
べ
て
彫
ら
れ
て
い
る
刊
記
は

『狂
詩
書
目
』
紹
介
本
と
は
異
な
り
、
年
記
は
入
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れ
ず
に

「書
騨

京
都
御
幸
町
御
池
上
ル
菱
屋
孫
兵
衛
/
大
坂
心
斎
橋
唐
物
町
河
内
屋

多
助
/
紀
州
若
山
新
通

二
丁
目
加
勢
田
屋
平
右
衛
門
」
と
あ
る
。
板
木
に
彫
ら
れ
て

い
る
袋

の
青
黎
堂
と
は

『轍
嗣
/
近
世
書
林
版
元
総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
紹
田
屋
平
右

衛
門
の
こ
と
。
し
た
が

っ
て
、
『青
物
詩
選
』
は
、
も
と
も
と

『栄
耀
寝
言
』
と

い
う
書
名
で
、
和
歌
山
の
紹
田
屋
平
右
衛

門
を
主
版
元
と
し
て
京
都

の
菱
屋

・
大

坂

の
河
内
屋
相
版
で
出
版
さ
れ
、
そ
の
後

、
同
じ
三
軒
か
ら

『青
物
詩
選
』
と
改

題
再
販
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
因
み
に

『栄
耀
寝
言
』
は
、
『国
書
総
目
録
』

等
に
未
載
。
な
お
、
『狂
詩
書
目
』
解
説
で
は
こ
の
板
木
と
同
じ
刊
記
の
あ
る
本
を

後
印
本
と
さ
れ
る
が
、
む
し
ろ
逆
で
、
板
木
と
同
じ
刊
記
を
持

つ
三
軒
版
が
早
印

本
で
、
前
述
の
四
軒
版
を
後
印
本
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
四
軒
版
の
年
記
が

享
和
三
年
冬
で
あ
る
か
ら
、
早
印
本
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
序
文

の
記
さ
れ
た
寛

政
十
二
年
冬
も
し
く
は
翌
年
春
頃
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
の

『青
物
詩
選
』
の
求
板
改
題
本
が
竹
苞
楼
刊
の

『精
物
楽
府
』

で
あ
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
、
『狂
詩
書
目
』
で
は
次

の
よ
う
に
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。

青
表
紙
、
題
簸

「精
物
楽
府
」
(単
枠

)、
見
返
し

「胴
脈
先
生
著
/
青
物
楽

府
//
書
蜂

長
才
房
」
(単
枠
有
罫

3
行
)。
奥
付
な
し
。
裏
表
紙
に

『勢
多

唐
巴
詩
』
他
の
蔵
版
書
目
半
丁
貼
付
。
柱
刻
を
削
り
丁
付
の
み
残
す
が
、
上

下
入
れ
替
わ
っ
た
丁
と
四
丁
の
飛
び
丁
が
あ
る
。
即
ち
上
巻
四
～
十

一
丁
は

下
巻

の
も
の
、
下
巻
四
～
十

一
丁
は
上
巻

の
も

の
で
、
下
巻

の

「六
」
を

「六
ノ
十
」
と
改
刻
、
飛
び
丁
と
す
る
。
四
丁
分

の
版
木
が
失
わ
れ
た
た
め

の
細
工
で
あ
ろ
う
。

管
見

に
よ
れ
ば
、
竹
苞
楼
求
板
以
前
に
、
右
の
よ
う
に
改
刻
し
た
三
軒
版
の

『青
物
詩
選
』
が
あ
る
。
大
阪
女
子
大
本
が
そ
れ
で
、
表
紙

の
色
は
不
明
。
左
肩

に
双
辺

「青
物
詩
選

全
」

の
元
題
籏
が
あ
る
が
、
書
体
は
狂
詩
書
目
紹
介

の
四

軒
版
と
は
か
な
り
異
な
る
。
柱
刻
を
削
り
丁
付
の
み
残
し
、
同
様

の
乱
丁

(
一
部

に
小
異
)
が
あ
る
。
裏
表
紙
の
蔵
版
書
目
は
無
い
。
浅
川
氏
が
言
わ
れ
る
如
く
四

丁
張
り
の
板
木
下
巻
七
～
十
丁
の
欠
を
補
い
、
か
つ
は
改
題
書
名
と
柱
刻
と
の
不

整
合
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
商
策
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
、
上

・
下
巻

の
区
別
が
つ
か
な
く
な
り
、
乱
丁
を
も
生
ん
だ

の
で
あ
る
。
こ
の
大
阪
女
子
大

本
、
刊
記
は
板
木

の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
改
刻
処
置
は
早
印
三

軒
版
の
手
許
で
行
な
わ
れ
た
筈
で
あ
る
。
竹
苞
楼
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
求
板
し
、

『精
物
楽
府
』
と
改
題
し
た
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
『狂
詩
書
目
』

紹
介
本
と
同
じ
題
籏
を
持
つ
も
の
に
宮
田
本
が
あ
る
。
青
表
紙
で
、
見
返
し

・
刊

記

・
蔵
版
書
目
を
欠
く
。

一
一

『太
平
楽
府
』
の
板
木

さ
て
、
こ
の

一
群
の
板
木
の
中
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
『太
平
楽
府
』
の

板
木
が
二
組
残

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
間

に
、
竹
苞
楼
旧
蔵
分
も
含
め
て
、
近
世
京
都
で
商
業
出
版
に
使
用
さ
れ
た
板
木
を

七
千
枚
ほ
ど
見
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
他
に
こ
の
よ
う
な
例
は
見
当
た
ら
な
か

っ

た
。
そ
も
そ
も
近
世
の
本
屋
が
同

]
書
の
板
木
を
二
組
作
る
こ
と
は
、
基
本
的
に

有
り
得
な
い
。
ま
た
、
佛
光
寺
蔵

『撰
集
抄
』
(慶
安
三
年
版
)
『因
果
物
語
』
(平

仮
名
十
二
行
本
、
天
和
～
元
禄
頃
刊
)
の
板
木
が
初
刻
時
か
ら
明
治
期
ま
で
、
二
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百
年
以
上
に
亘

っ
て
使
用
さ
れ
続
け
て
来
た
と
い
う
顕
著
な
事
例
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
火
災
な
ど
に
よ
っ
て
元
の
板
木
が
失
わ
れ
る
と

い
う
事
態
で
も
生
じ

な

い
限
り
、
板
木
を
彫
り
直
す
こ
と
も
し
な
い
。
で
は
、
『太
平
楽
府
』
の
板
木
は

何
故
竹
苞
楼
に
二
組
残

っ
て
い
た
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
所
謂

「重
版
」
、
つ

ま
り
海
賊
版
の
問
題
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
水
田
紀
久
氏
に
よ
っ
て
昭
和
五

十
年
に

『若
竹
集
』
と
題
し
翻
刻
さ
れ
た

『竹
苞
楼
大
秘
録
』
を
紐
解

い
て
み
る

と
、
『太
平
楽
府
』
重
版
の

一
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
が
、

い
ま
そ
の
要
点
の
み
を
記
す
と

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

明
和
六
年
六
月

同

八
年
四
月

同

八
年
冬

同

九
年
十
月

安
永
四
年
三
月

同

六
年
十
月

か
よ
う
に
、
『竹
苞
楼
大
秘
録
』
に
拠
れ
ば
、

は

『太
平
楽
府
』
の
板
木
二
組
を
所
持
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

え
れ
ば
、
残
存
の
板
木
二
組
は
そ
の
時
の
そ
れ
、

で
は
、
ど
ち
ら
が
正
版
で
ど
ち
ら
が
海
賊
版
な

の
か
。

が
明
和
八
年
四
月
に
再
刻
さ
れ
た
正
版
の
板
木
、

て
間
違
い
な

い
か
と
思
う
。

『太
平
楽
府
』
を
丸
屋
善
六
と
の
相
合
で
趣
向

・
出
版
。

『太
平
楽
府
』
を
再
刻
。

『太
平
楽
府
』
海
賊
版
を
田
中
屋
半
兵
衛
が
出
版
。

竹
苞
楼
と
田
中
屋
半
兵
衛
が
、
正
版

・
海
賊
版
の
板
木
を

そ
れ
ぞ
れ

一
部
預

か
り
と
し
て
和
談
。

預
か
り
の
板
木
、

一
枚
を
残
し
、
そ
れ
ぞ
れ

へ
戻
す
。

田
中
屋
半
兵
衛
死
去
に
伴

い
、
預
か
り
板
木

一
枚
と
海
賊

版

の
板
木
を
竹
苞
楼
が
全
て
引
き
取
り
。

安
永
六
年
十
月
の
段
階
で
竹
苞
楼

ご
く
単
順
に
考

と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
A

B
が
海
賊
版
の
そ
れ
と
判
断
し

そ
の
根
拠
の

一
つ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
板
木
A

で
摺

っ
た
本
の
幾

つ
か
に
図
皿
の
板
木
右
側
で
印
刷
し
た
竹
苞
楼
蔵
版
目
録
、
ま

た
そ
れ
と
は
別
の
竹
苞
楼

の
広
告
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
板

木
B
に
よ
る
印
刷
本
に
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
そ
の
事
実
は
な
い
。
板
木
B
が
竹

苞
楼
の
工
房
で
作
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
根
拠
は
他
に
も
あ
る
。
前
掲

一
覧
表

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
板
木
B
は
、
序

・
本
文

・
践
と
き
れ
い
に
丁
の
順
番
に

仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
が
、
竹
苞
書
楼
の
狂
詩
集

・
狂
文
集
の
板
木
に
は
、
わ
ざ

と
丁
の
順
番
を
ず
ら
し
た
り
飛
ば
し
た
り
し
て
作
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え

ば

『前
戯
録
』
の
場
合
は
1
0
7
8
に
践
1

・
序
2

・
序
3

・
蹟
3
を
、
1
0
6

5
に
序
乙

(1
)
・
蹟
2

・
本
文
17

・
18
を
、
と

い
う
具
合
に
、
で
あ
る
。
『勢
多

唐
巴
詩
』
1
0
9
7

・
1
0
5
9
、
『吹
寄
蒙
求
』
1
8
4
3

・
1
8
4
8
、
『銅

脈
先
生
太
平
遺
響
』

1
1
1
9
、
『銅
脈
先
生
狂
詩
画
譜
』
1
0
7
3

・
1
0
7

6
、
『太
平
遺
響
二
編
』
1
1
2
1
も
同
様
。
か
よ
う
に
、
板
木
を
仕
立
て
る
際
に

わ
ざ
と
丁
を
ず
ら
し
た
り
飛
ば
し
た
り
す
る
や
り
か
た
が
寛
文
以
来
あ
る
こ
と
、

か
つ
て
拙
稿

(前
引

「
『お
く
の
ほ
そ
道
』
蛤
本

の
謎
」
・
日
本
古
書
通
信
蹴
号

「佛

光
寺
の
板
木
」
)
に
触
れ
た
と
こ
ろ
。
何
故
そ
の
よ
う
な
や
り
方
を
す
る
の
か
は

良
く
判
ら
な
い
が
、

一
連

の
板
木

の
な
か
に

『太
平
楽
府
』
B
を
置

い
て
み
る

時
、
竹
苞
楼
彫
製
の
板
木
と
し
て
は
違
和
感
が
あ
る
。
『太
平
楽
府
』
A
の
1
1
2

3
も
、
丁
を
飛
ば
し
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
考
え
併
せ
る
と
、
板
木

A
が
正
版
の
、
B
が
海
賊
版
の
そ
れ
と
判
断
し
て
間
違

い
な
い
。
な
お
、
竹
苞
書

楼
に
は
、
現
在
も
A
の
板
木
で
印
刷
さ
れ
た
明
治
摺
り
と
思
し
き
版
本
が
、
表
紙

を
掛
け
て
い
な
い
状
態
の
も
の
も
含
め
て
、
20
部
ほ
ど
残

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま

た
板
木
A
が
正
版
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
事
実
で
は
あ
ろ
う
。
海
賊
版
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の
板
木
を
没
収
し
た
場
合
、
正
規
版
元
は
そ
れ
を
割
る

・
削
る
な
ど
し
て
使
用
出

来
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
通
例
。
が
、
こ
の
場
合
、
田
中
屋
半
兵
衛
死
去
後
板
木

B
を
引
き
取

っ
た
竹
苞
楼
は
、
初
刻
本
出
版
後
二
年
も
経
た
ぬ
う
ち
に
再
刻
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
経
緯
も
踏
ま
え
、
再
刻
正
版
A
の
板
木
が
万

一
失
わ
れ
た

時
の
予
備
と
し
て
板
木
B
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
を
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
板
木

B
が
板
木
A
と
共
に
残

っ
て
き
た
訳
が
分
か
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
な
お
、
冒
頭
に
挙
げ
た
残
存
板
木

一
覧
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
B
の
板
木
は
A
よ
り
も
丈
が
七
糎
ほ
ど
短

い
。
そ
の

一
例
を
図
皿
に
上
下
対

照
し
て
示
す
。
御
覧

い
た
だ
け
れ
ば

一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
板
木
B
の
方
は
板
木

の
両
端
を
刻
面
ぎ
り
ぎ
り
に
裁
断
し
て
あ

る
た
め
で
あ
る
。
同
様
な
例
が

『続
太

平
楽
府
』
の
板
木
に
も
見
ら
れ
、
『毛
護
夢
先
生
紀
行
』
『誠
題
三
昧
』
の
板
木
は

そ
れ
を
さ
ら
に
二
丁
張
り
に
裁
断
し
た
形

で
残
る
。
何
時
か
の
時
点
で
、
板
木
の

再
利
用
を
考
え
た
処
置
と
思
わ
れ
る
。

三

『太
平
楽
府
』
重
版
の

一
件

で
は
二
組

の

『太
平
楽
府
』
の
板
木
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
重
版
の
問
題
に
も

う
少
し
立
ち
入

っ
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ

に
つ
い
て
は

『竹
苞
楼
大
秘
録
』
に
詳
細
な
記
録
が
あ
る
。
以
下
、
関
係
箇
所
を

次
に
抄
出
す
る
。

【記
録
①
】

一
、
明
和
六
年
丑
六
月
廿

一
日
二
趣
向
、
作
畠
中
政
五
郎

太

平

楽

府

一
、

三

拾

弐

匁

一
、

六

部

五

厘

一
、
壱

分

一
、

四

分

三

厘

、
九
匁
弐
分

、
四
拾
壱
匁
六
分

一
、

壱

匁

弐

厘

一
、

五

分

一
、

八

匁

弐

分

五

厘

但
、
七
部

壱
部

壱
部

壱
部

壱
部

壱
部

壱
部

畠
中
政
五
郎
殿
へ

近
藤
斎
宮
殿
へ

安
田
理
右
衛
門
殿
へ

松
岡
定
庵
殿
へ

戒
倣
殿
へ

仲
間
行
事
へ

法
光
寺
へ

丸
屋
善
六
殿
相
合

右
写
本
料
金

一
両

ニ
ツ
割

小
本
形
紙
井
卦
引
代

ニ
ツ
割

板
下
紙
井
卦
引
代

ニ
ツ
割

畠
中
政
五
郎

へ

代
ニ
ツ
割

古
梅
園
真
書

一
対

袋

六
如
殿
序
四
丁

ニ
ツ
割

本
文
十
八
丁
板
下
代

岡
貢
書

一
丁

二
付
八
分
ツ

・

袋
彫
次
壱
匁
五
分

板
木
ヤ
源
兵
衛
殿

序
六
丁
蹟
二
丁
次
計
三
匁

代
ニ
ツ
割

本
文
四
丁

二
付
次
十
四
匁

文
成
星
画
井
彫
代

ニ
ツ
割

長
才
房
石
印
刻
料

ニ
ツ
割

五
分
九
厘

ツ
・
晋
上
本
拾
四
部

ニ
ツ
割

ニ
ツ
割
也
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壱
部

藤
叔
蔵
殿

へ

〆

十
四
部

惣
合

正
ミ
九
拾
三
匁
七
部
五
厘

【記
録
②
】

明
和
八
年
卯
四
月
八
日
趣
向

太
平
楽
府

再
刻

一
、
壱
匁
弐
分
八
厘

板
下
本

壱
部

一
、
八
拾
弐
匁
八
分
七
厘

惣
彫
賃

〆

正
ミ
八
拾
四
匁
壱
分
五
厘

右
元
銀
辰
七
月
摺
前
迄

二
入

【記
録
③
】

(ゴ
チ
ッ
ク
の
行
は
、
後

の
書

入
れ
か
)

太
平
楽
府

和
談
済
方
之
事

一
、
明
和
八
年
卯
冬
、
田
中
ヤ
半
兵
衛
殿
方

二
板
行
出
来

二
付
、
甚
困
入
対
談
之

折
無
之
処
、
明
和
九
年
辰
十
月
廿
三
日

二
半
兵
衛
殿
見

へ
、
勢
州
山
形
屋
伝
右

衛
門
殿
ト
相
合

二
論
娯
交
と
申
者
板
行
出
来

二
付
、
則
山
形
屋
之
留
板
預
呉
候

段
相
頼

二
見

へ
、
無
別
意
承
知
預
り
申
候
、
此
折
右
楽
府
之
義
、
此
方
よ
り
改

而
参
、
始
終
之
様
子
直
対
談
之
上
、
御
互

二
無
別
意
和
談
済
申
候
、
則

此
方
板
木

自

一
四
至

自
九
十
六
至

〆
十
弐
丁

板
木
三
枚

田
半
江
渡

ス

【内
九
よ
り
十
六
丁
迄
〆
八
丁

板
木
安
永
四
未
三
月
十
三
日
二
受
取

田
半
板
木
明
朝
序
四
丁
自
五
八
至

十
七
八
践
二
丁

〆
十
弐
丁

板
木
三
枚

此
方
二
預

【内
五
よ
り
八
迄
十
七
八
践
弐
丁
〆
八
丁

板
木
安
永
四
未
三
月
十
三
日
戻
ス

右
之
通

二
、
板
木
三
枚
宛
相
互
二
取
渡
シ
致
、
已
来
摺
候
節
者
、
銘

々
持
板

二
而
摺
り
可
申
事
、
勿
論
已
来

ハ
、
板
賃
壱
部
二
付
丸

二
而
弐
分
五
厘

ヲ
相
互

二
定
候
事
、
預
り
板
木
摺
手
間
共
売
直
壱
匁
替
よ
り
、
急
度
無
相
違
売
申
問
舗

事
、
右
之
趣
直

二
対
談
之
上
、
治
定
如
此
候
、
巳
上
、

明
和
九
年
壬
辰
十
月
廿
三
日

【記
録
④
】田

中
屋
半
兵
衛
殿
方

太
平
楽
府

一
件
之
事

一
、
太
平
楽
府
義
、
明
和
九
年
辰
十
月
廿
三
日
二
相
対
之
通

二
、
是
迄
相
互

二
致

来
候
処
、
半
兵
衛
殿
死
去
被
致
、
跡
目
無
相
続

二
付
、
半
兵
衛
殿
持
板
木
此
方

よ
り
申
遣
候
留
板
共
、
引
取
呉
候
様

二
秋
田
ヤ
伊
兵
衛
殿
見

へ
御
願
、
勿
論
料

物

こ
も
不
及
、
唯

一
通

二
而
引
受
呉
と
之
義
承
知
仕
、
則
右
之
板
木
不
残
留
板

共
十
月
二
受
取
申
候
、
右

二
候

へ
共
、
為
挨
拶
金
壱
歩
板
木
代
妾
々
二
秋
田
ヤ

伊
兵
衛
殿

へ
持
参
仕
、
田
半
殿

へ
相
渡
シ
被
呉
候
段
頼
置
候
、
依
之
何
之
出
入

も
無
之
相
済
申
候
事
、

安
永
六
年
酉
ノ
十
月
十
七
日

る 右
oの

【記
録
①
】
か
ら

【記
録
④
】
ま
で
を
要
約
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な

一196一



12総 合 研 究 所 所 報

・
明
和
六
年
六
月
、
丸
屋
善
六
と
の
相
合

で

『太
平
楽
府
』
趣
向
。
序

・
践
が
八

月
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
同
年
八
月
ご
ろ
刊
行
か
。

・
明
和
八
年
四
月
、
再
刻
を
趣
向
。
再
刻

の
理
由
は
不
明
。
た
だ
し
、
板
木
が
あ

れ
ば
再
刻
は
し
な

い
は
ず
で
、
何
ら
か

の
理
由
で
初
刻
の
板
木
が
失
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
丸
屋
善
六
と
の
相
合
か
ど
う
か
も
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
【記

録
②
】
に
は
①
に
頻
出
す
る
費
用
を
折
半
し
た
意
味
の

「
ニ
ツ
割
」
と
い
う
文

言
が
な
く
、
ま
た
③
④
に
丸
屋

の
名
が
出
な
い
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
再
刻
は

単
独
版
で
あ

っ
た
か
。

・
明
和
八
年
冬
、
田
中
屋
半
兵
衛
方
か
ら

『太
平
楽
府
』
が
出
て
、
対
談

の
折
が

な
く
困

っ
て
い
た
が
、
九
年
十
月
に
半

兵
衛
が
や

っ
て
来
て
、
勢
州
の
山
形
屋

伝
右
衛
門
と

の
相
合
で

『論
娯
交
』
を
出
し
た

の
で
、
山
形
屋

の
留
板
を
預

か

っ
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
の
で
預
か

っ
た
。
こ
の
折
に
、
『太
平
楽
府
』
の
件
で

こ
ち
ら
か
ら
改
め
て
出
向
き
、
対
談

の
上
、
和
談
し
た
。
因
み
に
、
田
中
屋
半

兵
衛
は

『近
世
書
林
版
元
総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
「文
行
堂
」
と
名
乗
り
、
「京
寺

町
三
条
下
ル
」
に
店
を
構
…え
、
『伊
勢
物
語
』
(元
禄
14
)
『世
間
侍
碑
気
質
』
(明

和
8
)

『和
荘
兵
衛
』

(安
永
8
)
な
ど
を
出
し
、
大
坂
大
乗
坊
蔵
板
本
の
発
見

元
。
竹
苞
楼
と
目
と
鼻

の
先
に
あ
る
店

が
海
賊
版
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

和
談
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
持
す

る

『太
平
楽
府
』

の
板
木
各
七
枚
の
う

ち
三
枚
ず

つ
を
相
手
方
預
け
と
す
る
と

い
う
も

の
。
残
存
板
木
と

【記
録
③
】

を

つ
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
の
段
階

で
の
両
店
所
時
の
板
木
は
次
の
よ
う
に

な
る
。
な
お
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
も

の
が
竹
苞
楼
正
版
の
板
木
で
あ
る
。

《
竹
苞
楼
所
持
》

欠

-
-
0
0

0
σ
Ω
U

1
1
0

4

ρ0

1
■
-
■
n
U

l
l

-
⊥

0

匠
」

7
」

-
1
(
U

貧
U
う
」

-
⊥

0

『0

ρ0

巻 巻 巻 巻 序 序 袋

ニ ニ ーム ー11・

171755・ ・ 題
・ …24簑

1818巻 巻'"
"ニ ニ32序

蹟 践68・ ・1

1143・
・ ・ 巻 巻2

22ニ ニ

76

刊 刊 ・ ・

記 記87
))

 

《
田
中
屋
半
兵
衛
所
持
》

1

0

5

8

袋

・
題

簸

(
2
枚

)
、

序

1

・
2

1

0

5

5

巻

一
1

・
2

、

3

・
4

1

8

4

6

巻

一
1

・
4

、

2

・
3

1

0

5

0

巻

二

9

・
巻

三

10

、

巻

三

11

・
12

1

1

2

3

巻

二

9

・
巻

三

16

、

巻

三

10

・
15

1

9

1

6

巻

三

13

・
14

、

15

・
16

1

1

5

6

巻

三

11

・
14

、

12

・
13

こ

の

取

替

え

に

よ

り

、

ど

ち

ら

の
店

も

手

持

ち

の

板

木

だ

け

で

は

完

本

を

こ

し

ら
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
た
。

・
そ
れ
に
伴
い
、
次
の
約
定
が
交
わ
さ
れ
る
。

1

以
後
、
摺
る
と
き
は

「銘
々
持
板
に
て
」
摺
る
こ
と
。

2

そ
の
た
め
に
は
相
手
方
に
自
店
の

「持
板
」
を
使
わ
せ
て
も
ら
わ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
、
板
賃

(板
の
使
用
料
)
を
壱
部
に
付
き

「丸
に
て
弐
分
五

厘
」
と
す
る
こ
と
。
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3

「
預

り

板

木

摺

手

間

共

、
売

直

壱

匁

替

」

以

上

で

売

ら

な

い

こ
と

。

な

お

こ

の
売

値

に

つ

い
て

は

、
竹

苞

楼

『蔵

板

記

』

に

『太

平
楽

府
』

「
九

分

」

と

あ

る

の
が

参

考

と

な

る

。

・
そ

の
後

、

安

永

四

未

三
月

十

三

日

に

(因

み

に
、

【記

録

③

】
に
ゴ

チ

ッ
ク

で

示

し

た

二

行

は

、

内

容

か

ら

み

て
後

の
書

き

入

れ

で
あ

ろ
う

)

板

木

二
枚

八

丁

分

を

、

そ

れ

ぞ

れ

の
手

許

へ
戻

す

こ

と

に

な

っ
た

。

理

由

は

不

明

で
あ

る

が

、
煩

項

な

手

間

を

省

こ

う

と

し

た

か

。

結

果

、

両

店

の
所

持

板

木

は

次

の

よ

う

に

な

っ
た

。

《
竹

苞

楼

所

持

》
欠

袋

・
題

簑

、
序

1

・
2

1

8

9

8

序

1

・
4
、

2

・
3

序

1

・
2
、

1

1

0

1

巻

一
5

・
巻

二

8
、

巻

二

6

・
7

1

1

2

3

巻

二
9

・
巻

三

16

、

巻

三

10

・
15

1

1

5

6

巻

三

11

・
14

、

12

・
13

1

0

6

3

巻

三

17

・
18

、
践

1

・
2

(刊

記

)

《
田
中

屋

半

兵

衛

所

持

》

1

0

5

8

袋

・
題
籏

(
2
枚

)
、
序

1

・
2

1

0

5

5

巻

一
1

・
2
、

3

・
4

巻

一

4

2

3

1

0

5

7

巻

一
5

・
巻

二

6
、

巻

二

7

・
8

1

0

5

0

巻

二

9

・
巻

三

10
、

巻

三

11

・
12

1
9
1
6

巻
三
13

・
14
、
15

・
16

1
0
5
6

巻
三
17

・
18
、
践
1

・
2

(刊
記
)

こ
の
処
置
に
よ
り
、
囲
み
に
入
れ
た
二
枚
が
そ
れ
ぞ
れ
に
と

っ
て

「留
板
」
の

扱
い
と
な
る
。

・
そ
の
後
、
半
兵
衛
死
去

(年
月
日
不
明
)。
「跡
目
相
続
無
き
に
付
き
」
、
秋
田
屋

伊
兵
衛
の
取
り
持
ち
で
、
半
兵
衛
所
持
分
の

『太
平
楽
府
』
海
賊
版
の
板
木

一

切
と
竹
苞
楼
方
か
ら
預
け
て
お
い
た
留
板

一
枚
を
、
「料
物
」
な
し
で
安
永
六
年

十
月
に
受
け
取
り
、
「挨
拶
の
た
め
金
壱
歩
」
を
田
半
方

へ
渡
し
て
く
れ
る
よ
う

秋
田
屋
に
預
け
る
。
全
て
片
が

つ
い
た
の
が
、
安
永
六
年
十
月
十
七
日
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
竹
苞
楼
は

『太
平
楽
府
』
正
版
と
海
賊
版
の
二
組

の
板
木
を
所
持
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

四

『太
平
楽
府
』
の
版
本

以
上
、
残
存
板
木
と

『竹
苞
楼
大
秘
録
』
を

つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
竹

苞
楼

に

『太
平
楽
府
』

の
板
木
が
二
組
伝
わ

っ
て
来
た
経
緯
は
大
略
明
ら
か
に

な

っ
た
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
浅
川
氏
は

『狂
詩
書
目
』
の

『太
平
楽
府
』
解
説

で
、
「大
別
し
て
①
初
刻
本
、
②
再
刻
本
、
③

三
刻
本

の
三
種
が
あ
る
。
②
③
は

①
を
元
に
全
冊
を
彫
り
直
し
た
も
の
で
、
相
互
に
小
異
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す

る
。
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
『竹
苞
楼
大
秘
録
』
の
記
録
に
照
ら
し
て
、
初
刻
本

・

再
刻
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
疑
う
余
地
は
無
く
、
従
来
の
書
誌
学
的
立
場
に
立
て

ば
、
そ
れ
以
外

の
異
板
を
三
刻
本
と
考
え
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
で
あ

っ
た
。

一194一



14総 合 研 究 所 所 報

が
、
再
刻
本
の
そ
れ
と
思
わ
れ
る
板
木
が
竹
苞
楼
に
保
存
さ
れ
て
来
た
と

い
う
事

実
を
踏
ま
え
る
時
、
「三
刻
本
」
と
い
う
考
え
方
は
成
り
立
ち
得
な
い
の
で
は
な

い

か
。
再
刻
本
の
板
木
が
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
三
刻

の
板
木
を
彫
製
す
る
必
要
は

全
く
無

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

『竹
苞
楼
大
秘
録
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る

海
賊
版
の
問
題
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
明
和
四
年
の

『寝
惚
先
生
文

集
』
と
共
に
狂
詩
集

・
狂
文
集
大
流
行
の
火
付
け
役
と
な

っ
た

『太
平
楽
府
』
の

後
世

へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
岩
波

『日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
該
書
解
説

で
、
浅
川
氏
が

「版
元
の
竹
苞
楼
は
永
く

こ
の
版
木
を
蔵
し
て
刷
り
出
し
大

い
に

流
布
、
そ
の
後
世

へ
の
影
響
は
、
本
書

の
翌
年

に
出
た
忠
実
な
模
作

『茄
子
腐

藁
』
か
ら
、
後
続
狂
詩
家
の
銅
脈
に
よ
せ

る
作
や
敬
意
、
詩
題
の
類
似
、
果
て
は

愚
仏

の

『続
太
平
楽
府
』

(文
政
三
年
)
や

『明
治
太
平
楽
府
』
と
題
す
る
明
治

十
三
年

の
狂
詩
書
ま
で
、
深
く
長
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
」
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
が
、
小
本

『俳
譜
七
部
集
』
に
そ
の

一
典
型
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

(奈
良
大

学
紀
要
31
号

・
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
12
号
収
録
の
拙
稿

「芭
蕉
と

い
う
利

権

(
一
)
・
(二
)」
参
照
)
、
人
気
商
品
に
海
賊
版
は
つ
き
も
の
で
、
近
世
の
出
版

物
で
版
種
が
多

い
も
の
に

つ
い
て
は
、
先
ず
そ
の
こ
と
を
疑

っ
て
か
か
る
必
要
が

あ
る
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
『太
平
楽
府
』
に
は
板
木
の
異
な
る
版
本
が
四
種
あ
る
。

い
ま

仮
に
こ
れ
を
D

・
A

・
B

・
C
本
と
し
て
、
そ
の
あ
た
り
の
区
別
を
し
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。
な
お
参
考
の
た
め
、
四
種

の
版
本

の
明
朝
体
の
序
文

(業
寂
僧
都

序
)

一
丁
と
本
文

一
丁
を
図
K

・
図
X
と
し
て
掲
載
し
て
お
く
。
図
版
の
典
拠

は
、
D
本
が
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書

『狂
詩
狂
文
篇
』

の
影
印
、
A
本
が
奈
良
大

蔵
本
④
、
B
本
が
奈
良
大
蔵
本
②
、
C
本
が
奈
良
大
蔵
本
①
で
あ
る
。

D

初
刻
本

丸
屋
善
六

・
竹
苞
楼
相
版
の
初
刻
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

近
世
文
学
未
刊
本
叢
書

『狂
詩
狂
文
篇
』
影
印
収
録
本

・
岐
阜
市
立
図
書
館

本

・
『狂
詩
書
目
』
口
絵
紹
介
本

(底
本
は
浅
川
氏
藏
本
①
)
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

『狂
詩
狂
文
篇
』
の
影
印

・
解
題
に
拠
り
、
『狂
詩
書
目
』
の
解
題
を
参
考
に
し
て
、

初
刻
本
の
書
誌
を
記
す
。
中
本

一
冊
。
表
紙
の
色
は
不
明
。
(浅
川
氏
藏
本
①
は
、

淡
青
色
)。
双
辺
題
簸

「太
平
楽
府
」
。
見
返
し
、
単
枠
有
罫
三
行
に

「銅
脈
先
生

/
太
平
楽
府
/
書
蜂

長
才
房
蔵
圃

=
陽
刻
朱
印

「長
才
/
房
記
」
)」
。
狐
の
嫁

入
り
図
の
朱
の
魁
星
印
あ
り
。
内
容
は
、
応
昭
子
序
二
丁

・
業
寂
僧
都
序

(明
和

己
丑
八
月
)
四
丁

・
本
文
十
八
丁

・
賊
文
二
丁

(明
和
己
丑
八
月
、
桑
津
貧
楽
)

か
ら
な
り
、
蹟
二
丁
裏
に
刊
記

「多
和
井
茂
内
著
/
書
林

只
見
屋
調
助
/
大
井

屋
佐
平
次
」
を
入
れ
る
。
丁
付
は
そ
れ
ぞ
れ
版
芯
に

「序

一
、
序
二
、
序

一
～

四
、
巻

一

一
～
五
、
巻
二

六
～
九
、
巻
三

十
～
十
八
、

一
、
二
」
と
あ

る
。
こ
の
D
本
、
以
下
に
触
れ
る
A

・
B

・
C
本

に
比
べ
、
刻
線

に

「太

い
細

い
」
の
め
り
は
り
が
あ

っ
て
、
字
体
が
も

っ
と
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
、
加

え
て
A

・
B
本
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
魁
星
印
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

初
刻
本
と
判
断
し
て
良

い
。
こ
の
本
の
板
木
は
、
明
和
八
年
四
月
八
日
に
再
刻
本

が
趣
向
さ
れ
た
時
点
で
失
わ
れ
て
い
た
は
ず
。
出
版
期
間
は

一
年
半
余
で
、
残
存

版
本
が
少
な
い
の
も
頷
け
る
。

A

再
刻
本

板
木
A
に
よ
る
印
刷
本
。

明
和
八
年
の
再
刻
時
よ
り
、
竹
苞
楼
先
代
の
在
世
中
ま
で
二
百
年
余
に
亘
り
出
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版
が
重
ね
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が

っ
て
伝
本
も
多

い
。
管
見
に
入

っ
た
も

の
に
次
の
諸
本
が
あ
る
。
奈
良
大
蔵
本
③

・
奈
良
大
蔵
本
④

・
宮
田
本
②

・
大
喜

多
勘
学
本

・
蓬
左
文
庫
本
①

(分
類
番
号
、
尾
23
1
3
)
・
抱
谷
文
庫
本

・
李
花
亭

本

・
浅
川
氏
藏
本
②

・
③
。

奈
良
大
蔵
本
④
に
よ
っ
て
、
書
誌
を
記
す
。
薄
藍
色
表
紙
、
中
本

一
冊
。
双
辺

白
地
元
題
籏
、
「太
平
楽
府
」
。
袋

・
見
返

し
無
し
。
内
容
は
、
丁
付

・
序

・
本

文

・
蹟

・
刊
記
と
も
、
前
述
初
刻
本
に
同

じ
。
巻
末
に
、
「太
平
楽
府
」
以
下
、

「当
世
心
筋
立
」
ま
で
の
十
四
点

の
竹
苞
楼

蔵
版
目
録

一
丁
を
添
え
る
。
こ
の
十

四
点

の
う
ち
、
最
も
後

に
出
た

の
は
文
政

三
年

の

『続
太
平
楽
府
』
で
あ
る
か

ら
、
奈
良
大
蔵
本
④
は
そ
れ
以
降
の
出
版
。
な
お
、
こ
の
目
録
は
、
も
と
も
と

『銅
脈
先
生
狂
詩
画
譜
』
の
巻
末
に
添
え
る

べ
く
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の

後
板
木
を
裁
断
し
て

一
部
に
入
木
を
し
て
修
正
、
『太
平
楽
府
』
そ
の
他
の
後
印
本

に
も
転
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

(図
皿
参
照
)
。
大
喜
多
勘
学
本

・
蓬
左
文
庫
本

①
は
、
表
紙
の
色
は
不
明
乍
ら
、
目
録
を
含
め
奈
良
大
蔵
本
④
に
同
じ
体
裁
。
た

だ
し
、
蓬
左
文
庫
本
①
は
後
補
書
題
籏
。
浅
川
本
②
は
、
枯
葉
色
表
紙
に
白
地
双

辺
題
籏
。
表
紙
見
返
し
に

「文
久
三
癸
亥
載
孟
夏
/
張
陽
現
散
人
」
の
書
き
入
れ

が
、
後
表
紙
見
返
し
に
竹
苞
楼
銭
屋
惣
四
郎

の

『唐
宋
三
十
六
家
史
論
奇
紗
』
(嘉

永
二
年
刊

『唐
宋
名
家
歴
代
史
論
奇
紗
』

か
)

の
広
告
が
あ
る
。
奈
良
大
蔵
本
③

は
、
筆
者
が
竹
苞
楼
か
ら
直
接
購
入
し
た

明
治
摺
と
思
わ
れ
る
本
。
藍
色
表
紙

で
、
双
辺
黄
色
地
元
題
簸
、
「太
平
楽
府
」
。
初
刻
本

の
見
返
し
と
同
体
裁

(た
だ

し
、
枠
が
双
辺
)
の
袋
を
添
え
る
。
袋
に
は
、
初
刻
本
見
返
し
と
同

一
印
文
異
穎

の
陽
刻
朱
印

「長
才
/
房
記
」
が
あ
る
。

こ
の
本
に
は
、
目
録
の

一
丁
は
無

い
。

宮

田
本

②

・
浅

川

本
③

は

、

奈

良

大

蔵

本

③

と

同

体

裁

で
、

や
は

り

袋

が

あ

る

。

抱

谷

文

庫

本

・
李

花

亭

本

、

表

紙

・
題

簸

の
地

色

は
不

明

乍

ら

、

奈

良

大

蔵

本
③

と

同

体

裁

で

、
袋

は

無

い
。

な

お

、

題

簸

は

後

補

の
蓬

左

文

庫

本
①

を

除

き

、
全

て

一
種

同

板

と

見

受

け

ら

れ

る

。

と

こ

ろ

で

こ

の
A

本

、

再

刻

の
折

に

元

に
な

っ
た

の
は

D

の
初

刻

本

だ

っ
た

は

ず

で
あ

る
。

い
ま

両
書

を

対

校

し

て
み

る

と

、

A
本

に
再

刻

の
際

の
誤
脱

が

目

立

つ
。

図

K

・
図

X

の
範

囲

で

指

摘

し

て
み

る

と

、

明

朝

序

一
オ

3

「
瀟

-

瀟

」
・

オ

4

「
知

-

音

」
・
ウ

6

「快

ー

楽

」
、

本

文

一
オ

7

「
御

-

札

」
・
ウ

ー

「筋

-

違

」
・
ウ

ー

「
線

-

香

」
・
ウ

2

「
気

ー

盛

」
・
ウ

7

「
借

-

銭

」
・
ウ

7

「道

-

楽

」

の
音

訓

読

符

号

が

落

ち

て

い
る

。

同

様

の
音

訓

読

符

号

の
誤

脱

が

、
右

を

含

め

全

部

で

22
箇

所

、

そ

の
他

ル
ビ

の
誤

り

2
箇

所

・
本

文

の
誤
字

-
箇

所

、

合

計

25
箇

所

に
誤

り

が

あ

る

。

な

お

、

こ

の

25
箇

所

の
う

ち

、

音

訓
読

符
号

の
誤

脱

20
箇

所

と

ル
ビ

の
誤

り

1
箇

所

が

巻

一
の

一
～

四

丁

、

つ
ま

り

板
木

1
8

4

6

に

集

中

し

て

い
る

こ
と

に
取

り
敢

え

ず

注

意

し

て
お

き

た

い
。

そ

の

一
方

で

、

D

　

本
の
誤
り
を
修
正
し
た
箇
所
も
少
な
く
は
な

い
。
明
朝
序

一
ウ
6

「空
シ」
の
○

ボ
ウ

を
補
う

(た
だ
し
、
淺
川
氏
藏
本
①
に
は
○
あ
り
)
、
本
文

一
ウ
2

「棒
.」

の
左

下
に
返
り
点

「
一
」
を
補
う
な
ど
が
そ
れ
で
、
音
訓
読
符
号

・
返
り
点

の
補
訂
、

送
り
仮
名

・
ル
ビ
の
補
訂
、
本
文
誤
字
の
訂
正
が
、
右
を
含
め
、
合
計
18
箇
所
認

め
ら
れ
る
。
数
と
し
て
は
誤
り
の
方
が
多
く
、

一
見
杜
撰
な
印
象
を
受
け
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
事
実
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
本
の
板
木

を
仔
細
に
見
て
み
る
と
、
実
に
微
細
な
入
木
が
施
し
て
あ
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

図
版
の
範
囲
で
言
え
ば
、
明
朝
序

一
オ
5

「知
リ
」
「雨
.
」
の
送
り
仮
名
、
ウ
4

一192一
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ザ
イ

シ
ャ
ク

「在

」

の

「
ザ

」
の
濁

点

部

分

、

ウ

5

「杓

,
」
の

ル
ビ

「
ク
」
・
送

り

仮

名

の

「
ノ
」
、

カ
ミ

ナ
リ

本

文

一
オ

6

「
雷

-

震

」

の

ル
ビ

「
ナ
」
、

オ

7

「
無

シ
」

の
送

り

仮

名

「
シ
」
、

サ
マ

「遁

-

込

」

の
訓

読

符

号

、

本

文

一
ウ

ー

「
様

二」

の

ル
ビ

「
サ

」
、
「
手

二
」

「
按

シ
」

の
送

り

仮

名

、

ウ

2

「
申

.
」
左

下

の
返

り

点

「
二
」
、
「
念

-

佛

」

の
音

読

符

号

、

ア
セ

ウ
3

「汗
」

の
ル
ビ

「
ア
」
、
ウ
5

「遥
二
」
の
送
り
仮
名

「
二
」
、
ウ
6

「随

-

求
」
の
音
読
符
号
、
以
上
全
て
入
木
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
含
め
、
D
本
で
見
落
と

さ
れ
て
い
た
も
の
も
含
め
て
、
音
訓
読
符
号

・
返
り
点

・
送
り
仮
名

・
ル
ビ

・
ル

ビ
の
濁
点
を
65
箇
所
に
わ
た

っ
て
入
木
で
補
訂
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
A
本
が
校
正

段
階
で
か
な
り
綿
密
に
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の

一
組
の

板
木
が
正
規
版
元
竹
苞
楼
の
工
房
で
彫
製

さ
れ
た
何
よ
り
の
証
拠
と
な
ろ
う
。
次

に
取
り
上
げ
る
B
本

の
板
木

に
は
か
よ
う

な
入
木
は

一
切
認
め
ら
れ
な

い
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
入
木
の
う
ち
28
箇
所
が
、
や
は
り
巻

一
の

一
～
四
丁
、

つ
ま
り
板

木

1
8
4
6
に
集
中
し
て
い
る
。
先
の
誤
脱
箇
所
も
同
じ
板
木
に
集
中
し
て
い
た

が
、
そ
れ
は
1
8
4
6
の
板
木
を
扱

っ
た
職
人
の
技
量
の
問
題
で
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
も
し
こ
の
板
が
大
過
な
く
仕

上
げ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
全
体
と
し
て
は

修
正
箇
所
の
方
が
多
く
な
り
、
再
刻
本
は
初
刻
本
よ
り
善
本
と
な

っ
た
は
ず
で
あ

る
。

B

海
賊
版
-

板
木
B
に
よ
る
印
刷
本
。

明
和
八
年
頃
か
ら
安
永
六
年
十
月
冬
頃
ま
で
の
六
年
程
の
間
、
田
中
屋
半
兵
衛

の
店
で
摺
ら
れ
た
本
。
奈
良
大
蔵
本
②

・
奈
良
大
蔵
本
⑤

・
宮
田
本
①

・
東
京
芸

術
大
学
附
属
図
書
館
脇
本
文
庫
本

・
淺
川
本
④
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
宮
田
本
①

は
、
薄
標
色
表
紙
。
双
辺
黄
土
色
地
元
題
籏
、
「太
平
楽
府
」
。
板
木
B
の
1
0
5

8
番
に
は
題
簸
が
二
枚
並
べ
て
彫

っ
て
あ
る
が
、
う
ち

一
枚
と

一
致
す
る
。
初
刻

本
と
同
形
式

の
単
枠
有
罫
三
行
に

「銅
脈
先
生
/
太
平
楽
府
/
書
難

長
才
房

蔵
」
と
す
る
見
返
し
が
あ
る
が
、
再
刻
本
の
袋
に
も
見
ら
れ
た

「長
才
/
房
記
」

の
朱
印
は
無
い
。
な
お
、
こ
の
見
返
し
、
B
の
1
0
5
8
番
に
彫
り
さ
し
の
も
の

は
認
め
ら
れ
る
が
、
対
応
す
る
板
木
が
見
当
た
ら
な
い
。
内
容
は
初
刻
本
と
同
じ

で
、
再
刻
本
A
の
多
く
に
見
ら
れ
る
竹
苞
楼
の
蔵
板
目
録

・
広
告
は
も
と
よ
り
添

え

て
い
な
い
。
奈
良
大
蔵
本
②
も
薄
標
色
表
紙
。
題
籏
、
欠
。
見
返
し
な
し
。
目

録

・
広
告
も
無
し
。
奈
良
大
蔵
本
⑤
は
、
再
刻
本
奈
良
大
蔵
本
④
と
同
様
の
薄
藍

色
表
紙
。
双
辺
白
地
元
題
籏
、
「口
口

(剥
落
)
楽
府
」
。
こ
ち
ら
の
題
簸
は
、
二

枚
並
び
の
も
う

一
枚
と
対
応
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
見
返
し

・
目
録

・
広
告
無

し
。
芸
大
脇
本
本
は
表
紙

の
色
不
明
。
無
辺
書
題
籏

で

「太
平
楽
府
」。
見
返

し

・
目
録

・
広
告
無
し
。

さ
て
、
こ
の
B
本
、
基
本
的
に
は
D
本
に
拠

っ
て
い
る
が
、
A
本
を
も
参
照
し

て
い
る
節
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
A
本
が
D
本
を
元
に
再
刻
を
し
た
折
の
誤
脱
箇
所

が
B
本
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
A
本
で
修
正
し
た
箇
所
13
の
う
ち
B
本
は
11
箇

所
を
踏
襲
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
B
本
独
自
の
修
正
も
2
箇
所
あ
る
。
う

ち
1
箇
所
は
、
明
朝
序
三
ウ
ー

「膚
」
の
送
り
仮
名
で
、
D
本

・
A
本

・
C
本
い

ハ
ダ

ヘ

ハ
ダ
へ

ず

れ

も

「
膚

リ
」

と

誤

る

が

、

B
本

で

は

「
膚

,
」

と

改

め

る
。

も

う

1
箇

所

は

本

文

十

三

ウ

7

「
叩

」

の

ル

ビ

・
送

り

仮

名

で

、

D
本

「
タ

"
テ
」

と

誤

り

、

A
本

は

「
タ

・
ヒ

テ
」

と

修

正

意

識

を

見

せ

る

が

、

B
本

は

こ

れ
を

「
タ

・
ケ

ト

モ
」

と

す

る
。

文

意

か

ら
す

る

と

、

こ

れ

は

B
本

が

正

し

い
。

か

よ
う

に

B
本

は

一
見

校

訂

本

文

を

作

っ
て

い
る

よ

う

に

も

見

え

る

の
だ

が

、

一
方

で

は
誤

り

も

大

変

多

一191一
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キ
シ

ス
サ

マ
シ
キ

い
。
本
文

一
オ
6

「軽
リ
」
の
ル
ビ

「
シ
」
、
オ
7

「

冷

.」
の
ル
ビ

「キ
」
を

落
と
し
て
い
る
の
を
始
め
と
し
て
、
ル
ビ

の
誤
り

・
送
り
仮
名
の
誤
り

・
音
訓
読

符
号

の
脱
落

・
本
文
の
誤
字
な
ど
が
合
計

42
箇
所
あ
る
。
そ
の
誤
り
の
多
さ
は
、

B
本
が
基
本
的
に
は
海
賊
版
で
あ

っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
B
本
に
つ
い
て
は

一
つ
の
不
審
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
奈
良
大
蔵
本

②
と
同
体
裁
で
元
題
籏
を
欠
く
浅
川
本
④

で
、
こ
の
本
に
は
、
D
初
刻
本
と
同
板

の
見
返
し
が
あ
る
。
魁
星
印

・
「長
才
/
房

記
」
印
も
同
穎
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
考
え
た
ら
良

い
か
と
い
う
こ
と
が
疑
問

と
し
て
残
る
が
、
田
中
屋
半
兵
衛
が
竹

苞
楼
に
摺
り
置
き
の
見
返
し
を
譲
り
受
け
て
転
用
し
た
の
で
は
な

い
か
と
、
今

の

と
こ
ろ
推
測
し
て
お
き
た
い
。

C

海
賊
版
皿

再
刻
本
A
を
元
に
し
た
海
賊
版
。

D

・
A

・
B
本
に
較
べ
、
刻
線
が
極
端

に
細

い
。
太
い
細
い
の
め
り
は
り
を

つ

け
て
彫
る
、
そ
の
手
間
を
省

い
た
形
跡
が
歴
然
と
し
て

い
る
。
版
元

・
出
版
時

期

・
出
版
地
、
不
明
。
管
見
に
入

っ
た
も

の
に
奈
良
大
蔵
本
①

・
蓬
左
文
庫
本
②

(分
類
番
号
、
尾
23
-
2
)
が
あ
る
。
奈
良
大
蔵
本
①
は
薄
茶
色
表
紙
。
双
辺
白
地

元
題
籏
、
「太
平
楽
府
」
。
内
容
は
再
刻
本

に
同
じ
。
見
返
し

・
広
告
な
し
。
蓬
左

文
庫
本
②
は
表
紙

の
色

・
題
籏
の
地
色
、

不
明
。
双
辺
元
題
籏
、
「太
平
楽
府
」
。

題
籏

・
本
文
と
も
奈
良
大
蔵
本
①
と
同
板
。

C
本
が
A
本
を
元
に
作
ら
れ
て
い
る
根
拠
と
し
て
は
、
明
朝
序

一
丁

・
本
文

一

丁
を
始
め
、
A
本

の
誤
脱

・
修
正
箇
所
を

そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
上
げ

る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
B
本
に
較
べ
て
も
、
杜
撰
箇
所
が
極
め
て
多

い
。
図

版

の
範
囲
で
言
え
ば
、
明
朝
序

一
オ
2

「
唱

-

然
」
の
音
読
符
号
脱
。
オ
4

「荒

.
一ア
」

の
送

り

仮

名

「
レ

」
脱

。

オ

5

「
覚

」

左

下

の
返

り

点

「
三
」

を

「
一
」

と

誤

る
。

ウ

ー

「
妖

-

物

」
、

本

文

一
オ

7

「
遁

-

込

」
、

一
ウ

4

「
悠

-
然

」
、

ウ

6

「
随

-

求

」

の
音

訓

読

符

号

、

ウ

6

「
莫

ク
」

の

レ
点

、

脱

。

以

上

の
よ
う

な

音

訓

読

符

号

・
返

り

点

の
脱

落

が
、

全

体

で

72
箇

所

に

及

ぶ

。

そ

の
数

は

、

う

っ
か

り

落

と

し

た
と

い
う

よ

り

も

、

邪

魔

く

さ

が

っ
て
省

い
た

と

い
う

印

象

を

ア

ブ

与

え

る
。

さ

ら

に

、

明

朝

序

一
オ

2

「鳴

」

の

ル

ビ

を

「
鳴

」

と

誤

り

、

オ

6

ゴ

「過
ル]
.」
の
送
り
仮
名
を
不
自
然
に
誤
刻
し
、
ウ
4

「郷
ハ」
の
ル
ビ

「ゴ
」
を

落
と
す
な
ど
、
ル
ビ

・
送
り
仮
名

の
誤
脱
が
全
体
で
4
8
箇
所
あ
る
。
加
え
て
、

ウ
4

「在
」
「者
」
「勝
」
「這
」
ウ
5

「主
」
、
い
ず
れ
も
字
体
が
不
自
然
。
こ
れ

が
全
体
で
6
箇
所
あ
る
。

い
ず
れ
も
仕
事

の
杜
撰
さ
を
示
す
事
柄
で
、
典
型
的
な

海
賊
版
と
い
え
る
。

な
お
、
前
引

『狂
詩
書
目
』

の

『太
平
楽
府
』
解
題
と
浅
川
氏
か
ら
借
覧
し
た

該
書
版
本
を
照
合
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
氏
は
B
本
を
再
刻
本
と
、
A
本
を
三
刻

本
と
判
定
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
残
存
板
木
を
も
と
に

考
え
る
と
実
際
は
そ
の
逆
で
あ
る
こ
と
を
、
今
後
に
誤
解
を
残
さ
ぬ
た
め
、
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
竹
苞
楼
に
伝
わ

っ
て
き
た
狂
詩
集

・
狂
文
集

の
板
木
を
ベ
ー
ス
に
、
そ

の
出
版
に
関
す
る
幾

つ
か
の
間
題
を
見
て
来
た
。
従
来

の
研
究
に
少
し
で
も
新
し

い
事
実
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
て
浅
川
氏
の
お
か

げ
で
あ
る
。
氏
の

『狂
詩
書
目
』
が
無
け
れ
ば
、
私
は
板
木
を
引
き
ず

っ
て
右
往

左
往
し
、
空
し
く
消
日
し
て
い
た
に
違

い
な
い
。
氏
の
学
恩
に
甚
深
の
謝
意
を
表
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す

る

次

第

で
あ

る

。

*

こ

の
稿

は

、

(平
成
十
八
年
八
月
三
十

一
日

稿
)

平
成
十
七
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

総 合 研 究 所 所 報
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